
る
繪

具
は
大

部
分

ニ
ユ
ー
ト

ン
製

、

一
部
は

ニ

ユ
ー
マ

ン
、

一
部

は
ラ

フ

ヱ
ル
に
て
、
佛
國
製

及
和
製

は
殆

ど
用

ひ
ぬ

二
 
繪
畫
は

長
時
間

の

現

象
を
寫

し
出

で
も
の
で
な
く

、

一
時

の
感

を

現

は
し
出
す

も
の
な
れ

ば
、
主
點

を
見

た
時

の

心
持

ち
に
て

、
繪

を
畫

け
ば
、
決

し
て
距
離

が

同

一
に
な

る
事

な
し

三
 
未
定

四

 
何
事
で

も

青

年
期

を
過

る
と
進
歩
は
遲

け
れ
ど

そ
れ

も
勉

強
次
第
な

ら

ん
七
十

の
手
習
と

い
ふ
例

も
あ
り

靑
年

の
や
う
に
目

に
は
立
た
ぬ

と
も
幾
分

の
進

境
は
得
べ
し

、
た
ゞ

絶
え
ず
繼
續

す

る
に
限

る

一
週
間

に

一
度

七
八
時

間
勉

強
す

る
よ
り

も
、

毎
日
三
十
分
間
で

も
筆

を
取

つ
た
方
が
進

歩
が

早

い
■

一 

水
ワ

ニ
ス
の
使

用
法

二
 
寫

生

機

と

い

へ
る
も

の
を
用

ひ
て
作
り

し
畫

は

、
美

術

製
作

と
し

て
價

値

あ
り

や
三
 

曾

て
太

平
洋
畫

會

に
て
戯
畫

を
陳
列

せ
し

こ
と
あ
り

、
如
何

な
　

る
價

値

あ

る
も

の
に

や
、
作
品

の
威
嚴
を
損

せ

ず

や
（
藤

の
人

）
◎
一

 

透

明
體

の
光
澤

を
出

す

場
合

に
用
ひ
ら

る
る
こ
と
あ
り

二
 
寫
畫

機

と

い

へ
ど
種

々
あ
り
、
輪
廓

の
み
正
し
く
取

る
事

の
出
來

る
も

の
、
紙
面

に

先
方

の

色

が

映
り

て
、
其

上
を
塗

て
ゆ
く

も
の
な

ど
あ
り

、
何

れ

も
機
械
的

に
し

て
寫

眞

と
同
樣

の
價

値
あ

る
の

み
三
 
價

値

問
題
で
な
く

、
所

謂
樂
屋

の
イ

タ

ヅ
ラ
を

公
に
し
た
迄

に
て
、
威
嚴

を
害

す
と

い

ふ
程
重
く

見
る

べ
き

も
の
で
は
な

か

つ
た

 
 
 
 
讀
者
の
領
分

■
來

る
七
月

の
紀
念
號

に
は
水
彩
畫

の
募

集

で

も
な

さ
る
御
計
畫

は
あ
り
ま

せ
ん
か
、
皆

さ
ん

御

願

ひ
申

し
て
見
ま

せ
う
 
關

西
の
山

水
は
大

い
に
大

家
先
生
達

に
不
平
を
言

つ
て
ゐ

る
、
少

し
に
同
情

を
か
け

て

や

つ
て
下

さ

い
。
石
見

の

斷魚
溪

九
州

の
耶
馬
湲

其
他

勝
地

は
多

い
と
思

ひ
ま
す
（
藤
朗

）
■
淺
虫

温
泉

場
は
青
森
市

を
去

る
東
方

へ
三
里

、
風

光
頗

る
佳

絶
、
春
は
汐
干

狩
、
夏

は
海
水
浴
、
湯

上
り

の
熟

い
顔
を
汐
風

に
吹

か

せ
な
が
ら
山

の
公
園

に
上
り

て
ま

さ
に

沈
ま

ん
と
す

る
海

上
の
夕
日

を
眺
む

る
は
大
愉

快

、
秋
は
紅
葉

、
激

浪

を
賞
す

べ
く

、
冬

は
岩

上

の
オ
ル
ト

ラ

マ
リ

ン
色

の
雪

の
曉

も

一
興
な

る
べ
し
（
靑
森
未
溟

生
)
■
諸

君

、
吾
が
廣

島
市

内

に

一
つ
だ

に
繪
畫

研
究
所

の
な
き

は
慷

慨

の

至
り
で
あ

る
、
諸

君

一
つ
開
設

の
方
法

を
取

つ

て
は
如

何
（
廣

島
市
外
横
川
神

田
周

三
）
■

四
月

號

の
『
み
づ

ゑ
』
を
見
ま
し
た
、

原
色
版
木
版
石

版

一
と
し

て
惡

い
も
の
は

あ
り

ま

せ
ん
、
圖
按

法
は
非
常

に
僕

に
利
益

し
た
、

三
脚
物
語
は
例

の
如
く
面

白
く
感

じ

ま
し
た
。
最
後

に

三
平
山

人

の
言
は

あ
ま
り

失
敬
で
は
な

い
か
と
思

ひ
ま

す

、
僕

は
斷

言
す

る
五
十

九
號

の
す

べ
て
は
決

し

て
ま
づ
く

は
な

い
（
京
橋

、
太

田
曉
天

）
■
『
み

づ
ゑ
』

石
版

の
う
ち
圖
按
畫

は
結
搆

な

れ
ど

水

彩

ス
ケ

ッ
チ

は
申
譯

的

の
も
の
ば

か
り

て
不
感

服
費
用

の
點

か
ら
立
派
な
も

の
が

入
れ
ら

れ

な

い
と
な
ら

五
十

八
號

の

や
う
な
寫

眞
版

に
な

さ

れ

た
し
又
な

る
べ
く
黑
繪

木
版
等

一
枚

位

ひ
は

挿

入
さ
れ
た
し
（
吉
成

生
）
■
前
號

の
『
み
づ

ゑ
』

三
脚

物
語
中

に
も
あ

つ
た

が
、
私
等

も
始

め
は

三
本
脚
を
開
く

の
に

マ
ゴ
つ

い
た

一
人

、
右

の

腕

を
や
ら
れ
る

の
は

心
細

い
、

泥

マ
ミ
レ
の
脚

云
々
で
、
國

の
川
邊

に

ス
ケ

ッ
チ

し
て
居

た
時

魚
釣
り

の
新

マ
イ
が
足
を
辷

ら
し

て
、
側

に
居

る
人

に
引
き
上
げ

て
貰

つ
た

こ
と
を
思

ひ
出
し

た
、

こ
れ
は
歡

聲
ど

こ
ろ
で
は

な

い
が
（
清
平

）

■

私
の
一

番
面

白
く

思

ふ
三
脚
物

語
は
飽

か
ず

に
御
掲

載
を
乞

ふ
、
石
川
先
生

の
洒
脱
な
御

講

義

が
出

な

い
と
物
足

ら
ぬ
、
近
來

丸
山
先

生
は



如
何

い
た
し
た
の
で
す
か
ち
と
奇
拔
な
御
論
を

拜
聴
し
た
い
、
夫
か
ら
古

い
こ
と
な
が
ら
大
下

先
生
の
『
靜
物
寫
生
の
話
』
も
中
絶

、
戸
張
先
生

の
構
圖
法

も
あ
れ
ぎ
り
で
せ
う
か
（浪
華
浪
客

)

◎
『
靜
物
寫
生

の
話
』
は

一
段
落
に
な
つ
て
ゐ
ま

す
が
近
日
續
稿
の

一
色
畫

を
講
じ
ま
す

『
構
圖

法
』
は

い
づ
れ
出
ま
す
■

石
見
飯

田
君
の
廻
覽

畫
帳
の
件
大
賛
成
、
同
好
者
の
多
少
を
論
ぜ
す

斯
界
の
爲
め
早
く
實
行
し
た
ま

へ
○
『
み
づ
ゑ
』

春
鳥
畫
談
は

有
益
繪

日
記
も

僕
に
は

嬉
し

い

（
大
阪
東
區
南
農
人
町
二
ノ
五
七
大
隅
直
造
）■

神
戸
の
津
川
君
、
久
住
君
、
三
重
の
駒
田
君
、
福

島
の
遠
藤
君
、愛
知
の
柴
田
君
、
三
河
の
石
川
君

安
房
の
白
井
君

へ
申
す
、
吾
人
は
敢
て
數
の
多

き
を
望
ま
ず
、
少
數

に
て
も
熟
心
な
る
士
を
喜

ぶ
技
術
に
於
て
も
苦
心
の
作
を
喜

ぶ
御
賛
成
な

ら
ば
左
の
規
定
に
よ
つ
て
申
込
ま
れ
た
し

一
、

畫は
寫
生
を
尚
び
風
景
、
靜
物
、
人
物
等
隨

意

一
、
畫
面
の
大
さ
は
ワ
ッ
ト

マ
ン
十
六
切
大
（
發

起
者
に
於
て
注
意
し
て
取
扱
ふ
べ
し

一
、
畫
題

を
定
む
べ
き
や
否
、
こ
れ
は
追
て

一
、
〆
切
五

月
十

五
日
（島
根
縣
美
濃
郡
都
茂
村
飯

田
紫
朗
）

■
同
好
の
女
性
諸
姉
と
肉
筆
水
彩

ハ
ガ
キ
の
交

換
を

い
た
し
た

し
拙
な
れ
ど
御
返
事
は
必
ず

い

た
し
ま
す

（
信
濃
上
田
鍛
冶
町
山
浦
多
賀
）
■

『
み
づ
ゑ
』
三
十

二
よ
り
六
十
迄
（
但
四
十
三
、
四

十
四
を
除
く
）
汚
れ
目
な
き
も
の

一
冊
十
錢

宛

に
て
譲
る
、
油
繪

携
帯
箱
、
三
號
畫

架
等
と
交

換
し
て
も
よ
ろ
し

(
福
岡
縣
遠
賀
郡
香
月
村
田

代
哲
郎
）
■
圖
畫
速
寫
法
あ
り

『
み
づ
志
』
三

十

二
、
三
十
三
と
交
換
を
乞

ふ
、
又
は
何
れ
か

の
一
部

に
て
も
よ
ろ
し

（新
潟
市
船
場
町
二
丁

目
關
孝
亭
）
■
中
古

の
ス
ケ

ッチ

箱
相
當
の
代

價
に
て
譲
受
た
し

（
府
下
八
王
子
大
横
六
七
平

塚
）
■
市
内

の
初
歩

の
人
で
僕
と
自
筆
繪

葉
書

を
交
換
し
て
く
れ

る
人
は
あ
り
ま

ぜ
ん
か

（
東

京
趨
町

一
番
町
四
六
、
若
山
隆
）
■
ミ
レ
ー
油

繪
ス
ケ
ッ
チ
箱

（
元
價

三
圓
）新
物
同
樣

大
減
價

壹
圓
に
て
譲
り
た
し

（
茨
城
縣
結
城
郡
菅
野
村

坂
野
伊

三
郎
）
■
『
み
づ
ゑ
』
四
月
號
を
僕
が
出

す
か
ら
同
四
十
六
號
と
交
換
し
た
し
○
肉
筆
繪

葉
書
交
換
希
望
必
ず
返
葉

（長
野
縣
上
田
町
原

町
三
丁
目
關
正
造
）
■
諸
君
の
う
ち
御
不
用
の

『
み
づ
ゑ
』
あ
ら
ば
安
價

に
御
讓
り
下
さ
い
、
又

は
眞
面
目
な
自
筆
水
彩
と
御
交
換
を
願
ひ
ま
す

○
飯
田
君
御
發
起
の
廻
覽
畫

帳
の
件

は

賛

成

（廣
島
市
外
横
川
神

田
周
三
）
■
五
月
號

へ
御
掲

載
を
願

ひ
し
小
生
發
起
廻
覽
帖

の
件

一
先
御
撤

回
下
さ
れ
度
候

（
飯
田
紫
朗
）

日
本
水
彩
畫
會
は
本
部
を
東
京

に
置
き
、
近
來

關
酉
に
長
野
横
濱
安
中
に
飯
山
に
其
支
部

を
設

置
し
、
斯
道
の
普
及
を
圖
り
、
既
に
百
十
數

名

の
會
友
を
有
す
る
に
當
り
、
獨
本
縣
に
限
り
其

創
設
を
見
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
會
友
の
如
き
も

本
縣
人
は
僅
に
兩
三
名
を
出
す

に
過
ぎ
ず
、
之

れ
斯
道
の
爲
め
慨
嘆
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
事
實

な
り
と
す
、
生
儀
玄
に
决
す
る
處
あ
り
、
東
京
　

本
部
の
許
諾
を
經
敢
て
同
好
の
各
位
と
共
に
、

山
水
明
媚
に
し
て
自
然

の
好

モ
デ
ル
に
富
め
る

當
地
に
支
部
を
創
設
し
、
高
尚
に
し
て
趣
味
あ

る
斯
技
の
向
上
を
謀
ら
ん
と
す
、
苟
彩
筆
に
親

し
む
の
諸
君
は
請

ふ
來
り
會
し
て
斯
道
の
爲

め

大
に
盡
身

せ
ら
れ
ん
事
を
。

 
追
て
未
だ
事
務
所
の
設
備
な
き
に
付
、
入
會

 
希
望

の
者
は
千
葉
縣
北
條
町
松
田
屋
兄
弟
書

 
房
若
く
は
同
町
六
軒
町
（
飯
田
質
店
裏
）
白
非

 
保
格
宛
申
込
を
乞

ふ


